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不思議ではない（Jung，1948 高橋訳 1980）」と指摘した。同じように、Levinson（1980 南訳 
1980）は人生を四季に重ね合わせて、中年期を「人生半ばの過渡期」と表現した。米国に住む中
年期男性の調査対象者のうち、80％の者が幾多の挫折や葛藤を繰り返していたという。はたして、








10 年間の自殺者数は微妙に減少しているものの、自殺者数の多い年代は上位から、50 代、40 代、
60 代、70 代と中高年期が占めている（厚生労働省，2019）。そしてこの傾向は 10 年間あまり変
わっていない。また、重度の場合、中年期には自殺のきっかけになるといわれる気分障害（高
橋，2000）が診断された年齢層は、35 歳から 65 歳の年齢層が他の層と比べて最も多い（厚生労












































　Erikson（1980 西・中島訳 2015）は、ライフサイクルを 8 つの心理社会的発達段階にわけて、
中年期にあたる第 7 期に経験する危機を「ジェネラティヴィティ（generativity） 対 停滞





自己へ統合していくことを、ジェネラティヴィティとすえ置いたのである（Erikson E.H., ＆ 
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が系譜となっていることが想定されたため、Kotre と McAdams D.P. の著者と Generativity の
キーワードを AND 条件として、PsycINFO で検索を行った。抽出された文献からタイトルと要
旨をもとに検討した結果、本研究目的に合致する文献は 10 件であった。以上の結果から、本研
究の条件に一致する文献は、国内 17 件に海外 10 件を加えた 27 件であり、それらを本研究の対
象とした。












































































































て親密にかかわる共同的な交流であると定義され、それぞれ 4 つのタイプに分類された（表 2）。














































を 測 定 す る た め の 尺 度 を 開 発 し た。 ひ と つ は、 次 世 代 へ の 関 心 度 を 測 定 す る Loyola 
Generativity Scale（以下 LGS）であり、 20 の設問からジェネラティヴィティへの関心度を測る。




化し、LGS と GBC との関連を検証するものである。McAdams ＆ Aubin（1992）は、25 歳か





　国内においては、丸島（2005）が、この理論を検証するために、 LGS と GBC を日本語に訳し、
世代性関心尺度（Generative Concern Scale: 以下 GCS）と世代性行動尺度（GBC）を作成した。
さらに、それらを日本の文化的背景に即したものへと変更するとともに、項目数を増やし、より
図 2　ジェネラティヴィティの構成図（McAdams ＆ Aubin, 1992 より作成）
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信頼性・妥当性の高い日本版 GCS と GBC を完成させた（丸島・有光，2007）。このとき、これ
らの尺度の妥当性を主張するとともに、「創造性」「世話」「世代継承性」の 3 つの側面が「関心」
と「行動」に関連し、とりわけ「世話」と「世代継承性」の相関が高いことを明らかにした。こ




















































*p ＜ .05 **p ＜ .01 ***p ＜ .001
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　Cox, Wilt, Olson, ＆ McAdams（2010）は、ビッグ 5 人格特性との関連性に着目して、28 歳か








まうと Erikson（1950 仁科訳 1977）が指摘したとおり、ジェネラティヴィティの豊かさが欠けた
中年期の発達的停滞状態は、精神的な健康面の危機リスクを高める可能性が示唆されたのである。
救済の連鎖と転落の連鎖のもの語り















に正の相関がみられ、「抑うつ性（depression）」に負の相関がみられた。その後の Cox, Hanek, 
＆ Cassario（2019）の研究によれば、中年期の救済の連鎖のもの語りが与えた神経性傾向と
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するという、Erikson の 7 番目の発達課題であるジェネラティヴィティを豊かにすることが手がか
りとなり、そのエピソード、とりわけ救済の連鎖をもの語ることが足がかりになると推察された。
　中年期の救済の連鎖のもの語りが、ジェネラティヴィティの発達に影響するだけではなく、心
理的 well-being に相関があり、数年間にわたって影響していること（McAdams et al., 1997; 
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